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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 9,827 5.5 584 12.8 1,004 △4.5 662 50.7

2024年3月期第1四半期 9,318 △9.4 518 △68.1 1,052 △65.2 439 △78.2

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　2,176百万円 （24.3％） 2024年3月期第1四半期　　1,751百万円 （△40.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 20.53 ―

2024年3月期第1四半期 13.62 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 90,404 48,774 44.1

2024年3月期 91,064 47,048 42.5

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 39,893百万円 2024年3月期 38,708百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 14.00 ― 14.00 28.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 1.7 1,500 △29.8 1,000 △68.7 500 △73.3 15.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料8ページ 「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理に関する注記)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料8ページ 「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更に関する注記)」をご覧く

ださい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 36,196,968 株 2024年3月期 36,196,968 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 3,919,697 株 2024年3月期 3,919,393 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 32,277,336 株 2024年3月期1Q 32,278,429 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化

等により、上記予想数値と異なる場合があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第1四半期連結累計期間（2024年4月1日～2024年6月30日）における世界経済は、インフレの継続などにより

景気回復が鈍化傾向となりました。製造業を中心に設備投資は低迷しており、地政学リスクも依然として高く、

先行き不透明な状況が継続しています。

　このような環境の中、民生分野はPC向けを中心に回復基調となり、車載分野が堅調に推移したことなどから、

売上高は9,827百万円（前年同期比5.5%増）となりました。利益面につきましては、増収に伴い、営業利益が584

百万円（前年同期比12.8%増）となりました。為替差益463百万円を営業外収益に計上したものの、前年より為替

差益が減少したことから、経常利益は1,004百万円（前年同期比4.5%減）となりました。また、投資有価証券売

却益322百万円を特別利益に計上するなど、親会社株主に帰属する四半期純利益は662百万円（前年同期比50.7%

増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次の通りであります。

① 日本

　日本国内におきましては、産業、民生向けなどの販売が減少し、売上高は1,835百万円と前年同期と比べ303百

万円（14.2%減）の減収となりましたが、水晶発振器などの高付加価値製品の増加などにより、セグメント利益

（営業利益）は319百万円と前年同期と比べ279百万円（692.1%増）の増益となりました。

② 北米

　北米におきましては、車載、通信向けなどの販売が増加し、売上高は614百万円と前年同期と比べ51百万円

（9.1%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は10百万円と前年同期と比べ1百万円（15.4%増）の増益

となりました。

③ 欧州

　欧州におきましては、車載向けなどの販売が増加し、売上高は1,013百万円と前年同期と比べ64百万円（6.8%

増）の増収となりましたが、人員増などにより固定費が増加し、セグメント利益（営業利益）は12百万円と前年

同期と比べ5百万円（29.0%減）の減益となりました。

④ 中国

　中国におきましては、民生、通信向けなどの販売が増加し、売上高は3,074百万円と前年同期と比べ399百万円

（14.9%増）の増収となりましたが、稼働低下の影響などにより、セグメント損失（営業損失）は34百万円と前

年同期と比べ31百万円（927.0%減）の減益となりました。

⑤ 台湾

　台湾におきましては、民生、車載向けなどの販売が増加し、売上高は2,627百万円と前年同期と比べ298百万円

（12.8%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は455百万円と前年同期と比べ434百万円（2,061.3%

増）の増益となりました。

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、産業向けなどの販売が減少し、売上高は661百万円と前年同期と比べ1百万円

（0.3%減）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は29百万円と前年同期と比べ16百万円（36.2%減）の減

益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前期末と比較して660百万円減少し、90,404百万円となりました。こ

れは主に現金及び預金の減少などによるものであります。

　負債合計は、前期末に比べ2,386百万円減少し、41,629百万円となりました。これは主に借入金の減少などに

よるものであります。

　純資産合計は、前期末に比べ1,726百万円増加し、48,774百万円となりました。主に為替換算調整勘定が増加

したことによるものであります。

　自己資本比率は、前期末に比べ1.6ポイント増加し、44.1％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年3月期の通期の業績予想につきましては、2024年5月13日発表の業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2024年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,539,199 21,465,012

受取手形、売掛金及び契約資産 9,761,025 10,144,581

有価証券 － 117,150

商品及び製品 5,168,581 5,077,325

仕掛品 6,165,762 6,568,453

原材料及び貯蔵品 5,080,355 6,080,864

その他 1,661,378 1,657,818

貸倒引当金 △13,835 △12,504

流動資産合計 52,362,467 51,098,702

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,016,746 3,035,809

機械装置及び運搬具（純額） 12,201,468 12,402,404

工具、器具及び備品（純額） 1,345,884 1,352,789

土地 5,964,533 6,037,438

リース資産（純額） 228,664 494,184

建設仮勘定 8,830,349 8,977,213

有形固定資産合計 31,587,646 32,299,840

無形固定資産 1,236,891 1,178,331

投資その他の資産

投資有価証券 2,925,984 2,732,392

長期貸付金 1,043 981

退職給付に係る資産 1,134,541 1,200,139

繰延税金資産 637,335 741,405

その他 1,206,512 1,180,250

貸倒引当金 △27,800 △27,800

投資その他の資産合計 5,877,617 5,827,368

固定資産合計 38,702,155 39,305,540

資産合計 91,064,623 90,404,243

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2024年6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,617,382 3,280,463

短期借入金 2,376,990 2,108,934

１年内返済予定の長期借入金 11,629,640 10,311,596

リース債務 140,194 186,873

未払金 1,684,180 1,418,608

未払法人税等 479,574 525,297

契約負債 79 －

賞与引当金 713,786 381,933

その他 1,070,130 1,362,852

流動負債合計 20,711,960 19,576,560

固定負債

長期借入金 19,776,032 17,923,807

リース債務 91,911 310,350

繰延税金負債 1,939,636 2,263,226

退職給付に係る負債 1,224,331 1,277,439

長期未払金 65,912 63,339

資産除去債務 28,304 28,424

その他 178,218 186,259

固定負債合計 23,304,347 22,052,846

負債合計 44,016,308 41,629,407

純資産の部

株主資本

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 7,172,364 7,172,364

利益剰余金 7,473,320 7,683,787

自己株式 △1,930,424 △1,930,653

株主資本合計 32,060,143 32,270,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,257,965 1,200,477

為替換算調整勘定 4,916,324 5,967,753

退職給付に係る調整累計額 474,136 455,220

その他の包括利益累計額合計 6,648,425 7,623,451

非支配株主持分 8,339,745 8,881,001

純資産合計 47,048,314 48,774,835

負債純資産合計 91,064,623 90,404,243
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（単位：千円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2023年 4月 1日
　至　2023年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2024年 4月 1日

　至　2024年 6月30日)

売上高 9,318,901 9,827,276

売上原価 7,050,577 7,257,845

売上総利益 2,268,323 2,569,430

販売費及び一般管理費 1,750,168 1,985,029

営業利益 518,155 584,401

営業外収益

受取利息 40,804 57,654

受取配当金 67,168 37,454

為替差益 652,439 463,522

その他 48,826 42,855

営業外収益合計 809,238 601,487

営業外費用

支払利息 71,705 75,518

支払補償費 － 39,078

解約違約金 164,000 －

その他 39,679 66,391

営業外費用合計 275,385 180,988

経常利益 1,052,008 1,004,900

特別利益

固定資産売却益 10 2,780

投資有価証券売却益 － 322,588

特別利益合計 10 325,368

特別損失

固定資産売却損 － 2,395

固定資産除却損 631 0

減損損失 38,062 －

特別損失合計 38,693 2,395

税金等調整前四半期純利益 1,013,325 1,327,873

法人税、住民税及び事業税 47,463 202,713

法人税等調整額 438,304 161,703

法人税等合計 485,767 364,417

四半期純利益 527,557 963,456

非支配株主に帰属する四半期純利益 88,005 300,962

親会社株主に帰属する四半期純利益 439,551 662,493

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2023年 4月 1日
　至　2023年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2024年 4月 1日

　至　2024年 6月30日)

四半期純利益 527,557 963,456

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 203,839 △229,801

為替換算調整勘定 1,214,523 1,461,581

退職給付に係る調整額 △194,221 △18,318

その他の包括利益合計 1,224,141 1,213,460

四半期包括利益 1,751,698 2,176,917

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,308,989 1,637,519

非支配株主に係る四半期包括利益 442,709 539,397

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第1四半期連結会計期間の期首から適

用しております。

　なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表及び連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　一部の連結子会社の税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

前第1四半期連結累計期間
（自　2023年 4月 1日

至　2023年 6月30日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2024年 4月 1日

至　2024年 6月30日）

減価償却費 929,134千円 1,014,761千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおり

であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2日本

北米
（注）3

欧州
（注）3

中国 台湾
アジア
（注）3

計

売上高

外部顧客への

売上高
2,138,760 563,422 949,140 2,675,531 2,328,873 663,173 9,318,901 － 9,318,901

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

4,752,733 12,116 694 872,408 672,612 1,783,047 8,093,612 △8,093,612 －

計 6,891,494 575,538 949,834 3,547,940 3,001,485 2,446,220 17,412,514 △8,093,612 9,318,901

セグメント利益

又は損失（△）
40,328 8,980 17,876 △3,346 21,059 45,750 130,648 387,506 518,155

日本 北米 欧州 中国 台湾 アジア 合計

減損損失 13,353 － － － 24,708 － 38,062

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自　2023年4月1日　至　2023年6月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.　セグメント利益又は損失の調整額387,506千円には、セグメント間取引消去2,925千円、その他の調

整額384,580千円が含まれております。

2.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2日本

北米
（注）3

欧州
（注）3

中国 台湾
アジア
（注）3

計

売上高

外部顧客への

売上高
1,835,489 614,885 1,013,620 3,074,920 2,627,127 661,232 9,827,276 － 9,827,276

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

5,535,920 16,491 － 972,808 845,237 1,783,727 9,154,184 △9,154,184 －

計 7,371,410 631,376 1,013,620 4,047,729 3,472,364 2,444,959 18,981,461 △9,154,184 9,827,276

セグメント利益

又は損失（△）
319,437 10,363 12,685 △34,369 455,155 29,186 792,460 △208,058 584,401

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自　2024年4月1日　至　2024年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.　セグメント利益又は損失の調整額△208,058千円には、セグメント間取引消去2,725千円、その他の

調整額△210,784千円が含まれております。

2.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年8月2日

株式会社大真空

取締役会　御中

SCS国際有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 安藤　裕司

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 梅田　佳成

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社大真空の2024年4月1日から2025年3月31日ま

での連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年4月1日から2024年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2024

年4月1日から2024年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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